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自動飼育装置で桑の葉をはむ蚕を見守る牛山さん㊧と山田店主

3万3000頭の蚕育成順調

「
諏
訪
の
絹
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
郎
さ
ん
（
故
人
）
が
彫
刻
し
た

伊
勢
型
紙
を
使
い
、
京
都
で
染
め

て
反
物
に
す
る
。
来
年
2
月
ご
ろ

諏
訪
産
の
蚕
糸
で
純
国
産
着
物

を
作
る
「
諏
訪
の
網
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
向
け
、
諏
訪
地
方
唯
一
の

養
蚕
農
家
、
牛
山
金
一
さ
ん
（
苫

＝
茅
野
市
金
沢
＝
が
飼
育
す
る
3

万
3
0
0
0
頭
の
蚕
が
順
調
に
育

っ
て
い
る
。
盛
ん
な
食
欲
で
桑
の

葉
を
食
べ
て
い
て
、
1
1
～
1
2
日
に

も
糸
を
吐
き
始
め
る
と
い
う
。
牛

山
さ
ん
は
「
い
い
蘭
が
で
き
そ
う

だ
」
と
目
を
細
め
る
。

八
ヶ
岳
山
欝
の
茅
野
市
で
は
1

9
1
7
（
大
正
6
）
年
に
養
蚕
農

「
シ
ル
ク
岡
谷
」
と
呼
ば
れ
た
岡

谷
市
で
は
2
4
（
大
正
ほ
）
年
、
／
輸

出
生
糸
の
6
0
％
以
上
を
産
出
。
全

盛
期
の
3
0
（
昭
和
5
）
年
、
岡
谷

家
が
約
4
0
0
0
戸
に
達
し
た
。

下
流
域
の
諏
訪
湖
周
辺
に
は
製
糸

工
場
の
煙
突
が
林
立
し
、
糸
の
都

で
働
く
女
子
工
員
は
3
万
4
5
0

0
人
に
上
っ
た
。

現
在
、
諏
訪
地
方
の
養
蚕
農
家

は
牛
山
さ
ん
だ
け
と
な
り
、
製
糸

工
場
は
岡
谷
市
と
下
諏
訪
町
の
2

社
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
で
1
2
年

目
。
牛
山
さ
ん
の
繭
を
下
諏
訪
町

の
′
「
松
澤
製
糸
所
」
が
生
糸
に
し
、
l

諏
訪
市
の
呉
服
店
「
染
と
織
や
ま

だ
」
が
着
物
に
仕
上
げ
る
取
り
組

み
。
今
年
は
人
間
国
宝
の
中
村
勇

発
表
す
る
予
定
と
い
う
。

牛
山
さ
ん
は
、
8
月
2
3
日
か
ら

「
鮮
鋸
鉄
柵
」
と
い
う
品
種
の
飼

育
を
始
め
、
現
在
は
5
齢
で
体
長

5
巧
ほ
ど
と
い
う
。
餌
の
桑
の
葉

を
l
日
2
、
3
回
は
与
え
て
い

て
、
体
長
7
～
8
巧
に
な
る
数
日

後
に
は
、
蚕
が
繭
に
な
る
部
屋
の

≒
「
＝
産
室
」
に
移
す
と
い
う
。
2
2

日
に
も
晩
秋
産
蘭
と
し
て
出
荷
さ

「
お
蚕
さ
ん
の
命
を
受
け
止
め
な

け
れ
ば
」
と
語
り
、
着
物
作
り
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

問
い
合
わ
せ
は
同
店
（
電
話
0

2
6
6
●
5
8
・
0
6
9
4
）

へ
。
　
　
　
　
（
唐
沢
宏
）

れる。7
日
、
牛
山
さ
ん
は
「
今
が
一

番
食
べ
る
時
期
。
桑
の
状
態
が
良

く
葉
も
大
き
い
。
い
い
蘭
が
で
き

そ
う
だ
」
と
手
応
え
を
語
っ
た
。

や
ま
だ
の
山
田
敦
子
店
主
（
哲
は


